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【動機】

本校の先行研究によって、ユリの胚珠から花粉管誘引物質が分泌されることが明らかにされた。
受精を成功させるために、胚珠が花粉管の接近を感じてから誘引物質を分泌するしくみがあるの
ではないかと考え、胚珠からの花粉管誘引物質の分泌のタイミングを明らかにすることを目的に
実験を行った。

【方法】

受粉したユリと未受粉のユリを比較するために、寒天培地を用いて花粉管誘引を調べた。子房か
ら取った液と子房から取り出した胚珠に対する誘引をそれぞれ調べた。また、開花後異なるタイ
ミングで雌しべに受粉した場合の種子形成を調べるため、結実後に胚を持つ種子の割合を調べた
。

【結果】

未受粉でも開花後2日程度経過すると、胚珠は花粉管誘引物質の分泌を始めることが分かった。
開花後早い時期の雌しべに受粉すると、結実後、胚を形成する割合が大きかった。
開花直後からの経過時刻をそろえた胚珠では、受粉した場合のみ花粉管の誘引が見られた。

【まとめ】

胚珠は、未受粉の場合には開花後1日以内は花粉管誘引物質を分泌していない。しかし開花直後で
も、受粉し花粉管が接近すると、胚珠はそれを感知して誘引物質を分泌する。このことが胚形成
の確率を高めており、胚珠が花粉管の接近を感知する事が重要であるという結論を得た。

【展望】

今回明らかにした現象は、これまでに報告されておらず、この研究は植物の生殖分野における研
究の発展に寄与できる可能性がある。また、受粉のタイミングを調節することで種子の形成率を
高め、品種改良を効率よく行うことができるのではないかと考えている。
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